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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロジェクターの電源がオンとなっている時間、使用者が前記プロジェクターを使用し
ている状態である使用状態の時間、及び前記プロジェクターの電源がオンとなっている時
間のうち使用者が前記プロジェクターを使用していない状態である非使用状態の時間のう
ち、少なくとも２つの時間を計測する機能を有する計測部と、
　前記計測部が計測した時間から、前記プロジェクターの電源がオンとなっている時間の
うち前記使用状態である時間が占める割合である使用状態率、又は、前記プロジェクター
の電源がオンとなっている時間のうち前記非使用状態である時間が占める割合である非使
用状態率を求める機能、及び、前記使用状態率又は前記非使用状態率に基づいて、省エネ
ルギー設定を実行する機能を有する制御部とを備えることを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
　請求項１に記載のプロジェクターにおいて、
　前記省エネルギー設定は、前記非使用状態のまま規定時間が経過した後に、前記プロジ
ェクターの電源をオフにする設定であることを特徴とするプロジェクター。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のプロジェクターにおいて、
　前記プロジェクターは、光を射出する光源部をさらに備え、
　前記省エネルギー設定は、前記非使用状態のときに、前記光源部の輝度を低くする設定
であることを特徴とするプロジェクター。
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【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載のプロジェクターにおいて、
　前記省エネルギー設定は、省エネルギーの度合いが異なる複数の省エネルギー設定から
なり、
　前記制御部は、前記使用状態率又は前記非使用状態率に応じて、前記複数の省エネルギ
ー設定のうち１つの省エネルギー設定を選択して実行する機能を有することを特徴とする
プロジェクター。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載のプロジェクターにおいて、
　前記プロジェクターは、前記計測部が計測した時間を記憶する機能を有する記憶部をさ
らに備えることを特徴とするプロジェクター。
【請求項６】
　請求項５に記載のプロジェクターにおいて、
　前記記憶部は、前記計測部が計測した時間を使用者ごとに記憶する機能と、複数の使用
者の前記使用状態率又は前記非使用状態率を個別に記憶する機能とをさらに有し、
　前記制御部は、前記プロジェクターを使用している使用者の前記使用状態率又は前記非
使用状態率に基づいて、前記省エネルギー設定を実行する機能を有することを特徴とする
プロジェクター。
【請求項７】
　プロジェクターの電源がオンとなっている時間、使用者が前記プロジェクターを使用し
ている状態である使用状態の時間、及び前記プロジェクターの電源がオンとなっている時
間のうち使用者が前記プロジェクターを使用していない状態である非使用状態の時間のう
ち、少なくとも２つの時間を計測するステップと、
　計測した時間から、前記プロジェクターの電源がオンとなっている時間のうち前記使用
状態である時間が占める割合である使用状態率、又は、前記プロジェクターの電源がオン
となっている時間のうち前記非使用状態である時間が占める割合である非使用状態率を求
めるステップと、
　前記使用状態率又は前記非使用状態率に基づいて、省エネルギー設定を実行するステッ
プとを含むことを特徴とするプロジェクターの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクター及びプロジェクターの制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　投写画像を投写するプロジェクターにおいては、電源がオンになっている場合の状態と
して、使用者がプロジェクターを使用している状態である使用状態と、使用者がプロジェ
クターを使用していない状態である非使用状態との２つの状態が存在する。
　プロジェクターが使用状態であるときとしては、例えば、外部からの信号等により投写
画像（動画や静止画）を投写しているときや、使用者がプロジェクターの操作を行ってい
るときを想定することができる。
　また、非使用状態であるときとしては、例えば、外部からの信号等が無く、使用者がプ
ロジェクターの操作も行っていないときや、使用者が動画である投写画像を一時停止した
ままプロジェクターを放置しているときを想定することができる。
【０００３】
　非使用状態のプロジェクターは、いわば単に意味の無い光を投写する機器である。非使
用状態の割合が大きいと、無駄な電力消費が発生してしまうという問題や、プロジェクタ
ーを構成する各部の寿命（特に光を射出する光源部の寿命）を浪費してしまうという問題
がある。
【０００４】
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　そこで、従来、無駄な電力消費の発生を抑制し、プロジェクターを構成する各部の寿命
の浪費を抑制する機能を有するプロジェクターとして、非使用状態の累積時間等の情報を
計測して表示するプロジェクターが開発されている（例えば、特許文献１参照。）。従来
のプロジェクターは、表示を用いて使用者にプロジェクターの効率的な使用を促すことで
、無駄な電力消費が発生してしまうという問題や、プロジェクターを構成する各部の寿命
（特に光を射出する光源部の寿命）を浪費してしまうという問題の解決を図ったものであ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１２－１３２９７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、従来のプロジェクターは、上記した問題を解決するために、情報の表示をも
とに使用方法を見直したり、設定を変更したりといった使用者の能動的な行動を必須とす
るものである。このため、使用者が能動的な行動を起こさない場合には、上記した問題を
解決することができない。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記問題を解決するためになされたもので、無駄な電力消費の発生
を抑制し、プロジェクターを構成する各部の寿命の浪費を抑制する機能を有するプロジェ
クターであって、使用者の能動的な行動を必須とせずに上記機能を発揮することが可能な
プロジェクターを提供することを目的とする。また、無駄な電力消費の発生を抑制し、プ
ロジェクターを構成する各部の寿命の浪費を抑制する機能を、使用者の能動的な行動を必
須とせずに発揮することが可能なプロジェクターの制御方法を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
［１］本発明のプロジェクターは、プロジェクターの電源がオンとなっている時間、使用
者が前記プロジェクターを使用している状態である使用状態の時間及び使用者が前記プロ
ジェクターを使用していない状態である非使用状態の時間のうち、少なくとも２つの時間
を計測する機能を有する計測部と、前記計測部が計測した時間から、前記プロジェクター
の電源がオンとなっている時間のうち前記使用状態である時間が占める割合である使用状
態率、又は、前記プロジェクターの電源がオンとなっている時間のうち前記非使用状態で
ある時間が占める割合である非使用状態率を求める機能、及び、前記使用状態率又は前記
非使用状態率に基づいて、省エネルギー設定を実行する機能を有する制御部とを備えるこ
とを特徴とする。
【０００９】
　本発明のプロジェクターは、時間を計測する機能を有する計測部と、計測した時間から
使用状態率又は非使用状態率を求める機能及び省エネルギー設定を実行する機能を有する
制御部とを備えるため、無駄な電力消費の発生を抑制し、プロジェクターを構成する各部
の寿命の浪費を抑制する機能を有するプロジェクターであって、使用者の能動的な行動を
必須とせずに上記機能を発揮することが可能なプロジェクターとなる。
【００１０】
　省エネルギー設定は、あらかじめ定められた動作の設定であってもよいし、使用者の利
用の実態に応じてプロジェクター（制御部）が自動で生成する動作の設定であってもよい
。なお、前者の場合、プロジェクターは、省エネルギー設定を記憶する機能を有する記憶
部を備えることが好ましい。
【００１１】
　プロジェクターが使用状態であるか非使用状態であるかの判別は、各種判断要素をもと
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に制御部で行うことができる。各種判断要素としては、例えば、外部からの信号等の有無
、画像投写や音声再生の状態、投写光学系からの光を遮断するシャッターの状態、ＡＶミ
ュート機能の状態、周囲の明るさ、使用者や視聴者の状態を挙げることができる。
【００１２】
［２］本発明のプロジェクターにおいては、前記省エネルギー設定は、前記非使用状態の
まま規定時間が経過した後に、前記プロジェクターの電源をオフにする設定であることが
好ましい。
【００１３】
　このような構成とすることにより、非使用状態で放置されているプロジェクターの電源
をオフにすることができるため、無駄な電力消費の発生を抑制することが可能となり、プ
ロジェクターを構成する各部の寿命の浪費を抑制することが可能となる。
【００１４】
［３］本発明のプロジェクターにおいては、前記プロジェクターは、光を射出する光源部
をさらに備え、前記省エネルギー設定は、前記非使用状態のときに、前記光源部の輝度を
低くする設定であることが好ましい。
【００１５】
　このような構成とすることにより、非使用状態のときは光源部の輝度を低くするため、
無駄な電力消費の発生を抑制することが可能となり、プロジェクターを構成する各部の寿
命の浪費を抑制することが可能となる。
【００１６】
［４］本発明のプロジェクターにおいては、前記省エネルギー設定は、省エネルギーの度
合いが異なる複数の省エネルギー設定からなり、前記制御部は、前記使用状態率又は前記
非使用状態率に応じて、前記複数の省エネルギー設定のうち１つの省エネルギー設定を選
択して実行する機能を有することが好ましい。
【００１７】
　このような構成とすることにより、使用状態率又は非使用状態率に応じて、利用の実態
に応じた適切な省エネルギー設定を有効にすることができる。
【００１８】
　省エネルギーの度合いが異なる複数の省エネルギー設定としては、非使用状態が続いた
ときにプロジェクターの電源をオフにするまでの時間（例えば、使用状態率が高くなる又
は非使用状態率が低くなるにつれて、５分、１０分、３０分の順で時間が延びる。）や、
非使用状態のときに光源部の輝度を低くする度合いを例示することができる。
　また、複数の設定を組み合わせて複数の省エネルギー設定を構成するものであってもよ
い（後述する各実施形態参照。）。
【００１９】
［５］本発明のプロジェクターにおいては、前記プロジェクターは、前記計測部が計測し
た時間を記憶する機能を有する記憶部をさらに備えることが好ましい。
【００２０】
　このような構成とすることにより、使用者がプロジェクターを使用する傾向を記憶する
ことで利用の実態を一層正確に把握し、省エネルギー設定に反映させることが可能となる
。
【００２１】
　本発明のプロジェクターにおける記憶部は、上記した機能のみを有するものであっても
よいし、上記した機能以外の機能を有するものであってもよいし、汎用の記憶部であって
上記の機能を有するものであってもよい。
【００２２】
［６］本発明のプロジェクターにおいては、前記記憶部は、複数の使用者の前記使用状態
率又は前記非使用状態率を個別に記憶する機能をさらに有し、前記制御部は、前記プロジ
ェクターを使用している使用者の前記使用状態率又は非使用状態率に基づいて、前記省エ
ネルギー設定を実行する機能を有することが好ましい。
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【００２３】
　このような構成とすることにより、１つのプロジェクターを複数の使用者が使用する場
合でも、使用者ごとに利用の実態を把握し、使用者に応じた省エネルギー設定を選択する
ことが可能となる。
【００２４】
　プロジェクターを使用している使用者を識別するための手段としては、種々の手段を用
いることができる。例を挙げると、使用者ごとにプロフィールを作成し、プロジェクター
を起動する際にプロフィールを選択する手段や、プロジェクターの使用傾向や入力信号等
の内容からプロジェクター（制御部）が使用者の識別を行う手段を用いることができる。
【００２５】
［７］本発明のプロジェクターの制御方法は、プロジェクターの電源がオンとなっている
時間、使用者が前記プロジェクターを使用している状態である使用状態の時間及び使用者
が前記プロジェクターを使用していない状態である非使用状態の時間のうち、少なくとも
２つの時間を計測するステップと、計測した時間から、前記プロジェクターの電源がオン
となっている時間のうち前記使用状態である時間が占める割合である使用状態率、又は、
前記プロジェクターの電源がオンとなっている時間のうち前記非使用状態である時間が占
める割合である非使用状態率を求めるステップと、前記使用状態率又は前記非使用状態率
に基づいて、省エネルギー設定を実行するステップとを含むことを特徴とする。
【００２６】
　本発明のプロジェクターの制御方法は、プロジェクターの電源がオンとなっている時間
、使用状態の時間及び非使用状態の時間のうち少なくとも２つの時間を計測するステップ
と、計測した時間から使用状態率又は非使用状態率を求めるステップと、使用状態率又は
非使用状態率に基づいて省エネルギー設定を実行するステップとを含むため、無駄な電力
消費の発生を抑制し、プロジェクターを構成する各部の寿命の浪費を抑制する機能を、使
用者の能動的な行動を必須とせずに発揮することが可能なプロジェクターの制御方法とな
る。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】実施形態１に係るプロジェクター１００の構成を模式的に示す図。
【図２】実施形態１に係るプロジェクターの制御方法のフローチャート。
【図３】実施形態２に係るプロジェクター１０２の構成を模式的に示す図。
【図４】実施形態２に係るプロジェクターの制御方法のフローチャート。
【図５】実施形態３に係るプロジェクター１０４の構成を模式的に示す図。
【図６】実施形態３に係るプロジェクターの制御方法のフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、本発明のプロジェクター及びプロジェクターの制御方法の実施形態について説明
する。なお、各実施形態及び各図においては、本発明に直接関係しない構成要素の説明や
図示は基本的に省略する。
【００２９】
［実施形態１］
　図１は、実施形態１に係るプロジェクター１００の構成を模式的に示す図である。図１
中の矢印は、各構成要素間における情報等の流れを概略的に示したものであり、後述する
図３及び図５においても同様である。
　図２は、実施形態１に係るプロジェクターの制御方法のフローチャートである。図２中
の「光源部輝度設定」は「非使用状態のときの光源部輝度の設定」であり、「光源部輝度
」は「光源部の輝度の状態」であり、後述する図４及び図６においても同様である。
【００３０】
　まず、実施形態１に係るプロジェクター１００の構成について説明する。
　プロジェクター１００は、電源がオンになるごとに各種時間を計測しなおし、当該時間
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に基づいて省エネルギー設定を選択するプロジェクターである。
　プロジェクター１００は、図１に示すように、信号処理部１０と、計測部２０と、制御
部３０と、記憶部４０と、画像投写部５０とを備える。なお、図１に示す映像信号装置２
００は、投写画像を投写するための信号をプロジェクター１００に入力する機器（例えば
、ビデオプレーヤー）であり、実施形態１に係るプロジェクター１００を構成する要素で
はない。
【００３１】
　信号処理部１０は、映像信号装置２００からの信号について、プロジェクター１００の
内部でやりとりするために扱いやすい形式に処理する。
【００３２】
　計測部２０は、プロジェクター１００の電源がオンとなっている時間、及び、使用者が
プロジェクター１００を使用している状態である使用状態の時間を計測する機能を有する
。計測された時間は、時間データとして制御部３０に適宜送られる。また、計測部２０は
、制御部３０から、プロジェクター１００が現在使用状態であるか非使用状態であるかと
いう状態データを受け取る。
【００３３】
　制御部３０は、ＣＰＵ等演算装置の集合体であり、計測部２０が計測した時間から、プ
ロジェクター１００の電源がオンとなっている時間のうち使用状態である時間が占める割
合（使用状態率）を求める機能、及び、使用状態率に基づいて省エネルギー設定を実行す
る機能を有する。また、制御部３０は、プロジェクター１００が使用状態であるか非使用
状態であるかの判別を、各種判断要素をもとに行う機能を有する。各種判断要素としては
、例えば、外部からの信号等の有無、画像投写や音声再生の状態、投写光学系からの光を
遮断するシャッターの状態、ＡＶミュート機能の状態、周囲の明るさ、人感センサー等を
さらに備える場合は使用者や視聴者の状態等を用いることができる。
【００３４】
　また、省エネルギー設定は、省エネルギーの度合いが異なる複数の省エネルギー設定か
らなる。実施形態１において省エネルギー設定は、以下の２つの設定の組み合わせである
。１つ目の設定は、使用者がプロジェクター１００を使用していない状態である非使用状
態のまま規定時間が経過した後に、プロジェクター１００の電源をオフにする設定（いわ
ゆるオフタイマー設定）である。２つ目の設定は、非使用状態のときに、後述する光源部
５２の輝度を低くする設定である。
【００３５】
　詳しくは後で説明するが、実施形態１における複数の省エネルギー設定は、省エネルギ
ーの度合いが低い（逆にいえば、使用状態への復帰が容易な）順番に、「オフタイマー設
定：６０分、非使用状態のときの光源部輝度設定：高」（以下、この設定を初期設定とい
う。）、「オフタイマー設定：３０分、非使用状態のときの光源部輝度設定：高」、「オ
フタイマー設定：１０分、非使用状態のときの光源部輝度設定：低」及び「オフタイマー
設定：５分、非使用状態のときの光源部輝度設定：低」の４種類である。
【００３６】
　制御部３０は、使用状態率に応じて、複数の省エネルギー設定のうち１つの省エネルギ
ー設定を選択して実行する機能も有する。さらに詳しくいうと、制御部３０は、使用状態
率が５０％以上、５０％未満３０％以上、３０％未満１０％以上及び１０％未満の場合に
分け、状況に応じた省エネルギー設定を選択して実行する。
【００３７】
　記憶部４０は、あらかじめ定められた動作の設定である省エネルギー設定を設定データ
として記憶する機能を有する。設定データは制御部３０へ適宜送られる。
【００３８】
　画像投写部５０は、光源部５２、光変調部５４及び投写光学系５６を有する。
　光源部５２は、光を射出する。光源部５２は、例えば、メタルハライドランプ、高圧水
銀ランプ、超高圧水銀ランプからなる。なお、光源部として、例えば、発光ダイオード（
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ＬＥＤ）、半導体レーザー（ＬＤ）及び有機ＥＬ（ＯＬＥＤ）を用いてもよい。
【００３９】
　光変調部５４は、光源部５２からの光を示すべき画像情報に基づいて変調する光変調素
子などを有する。光変調部５４としては、いわゆる液晶型の光変調装置やマイクロミラー
型の光変調装置等、種々の光変調装置を用いることができる。
【００４０】
　投写光学系５６は、光変調部５４で変調された光を投写画像として投写する。
【００４１】
　次に、実施形態１に係るプロジェクターの制御方法について説明する。
　実施形態１に係るプロジェクターの制御方法は、プロジェクター１００を使用するプロ
ジェクターの制御方法である。
　まず、プロジェクター１００の電源をオンにすると（ステップＳ１０）、計測部２０が
計測する時間を初期化した後（ステップＳ２０）、プロジェクター１００の電源がオンと
なっている時間及び使用者がプロジェクター１００を使用している状態である使用状態の
時間を計測する（ステップＳ３０）。
【００４２】
　次に、上記の時間データが計測部２０から制御部３０に送られる。制御部３０は、計測
した時間から、プロジェクターの電源がオンとなっている時間のうち使用状態である時間
が占める割合（使用状態率）を求めて取得する（ステップＳ４０）。
　その後、省エネルギー設定を初期化して「オフタイマー設定：６０分、非使用状態のと
きの光源部輝度設定：高」という初期設定を設定し（ステップＳ５０）、使用状態率に応
じて複数の省エネルギー設定のうち１つの省エネルギー設定を選択する。
【００４３】
　適切な省エネルギー設定を選択するため、まず、使用状態率が１０％未満か否かを判定
する（ステップＳ６０）。使用状態率が１０％未満である場合には省エネルギー設定を「
オフタイマー設定：５分、非使用状態のときの光源部輝度設定：低」という最も省エネル
ギー化が可能な設定に変更し（ステップＳ７０）、プロジェクター１００の状態を監視す
るステップ（後述するステップＳ１２０）に進む。
【００４４】
　使用状態率が１０％以上である場合には、さらに使用状態率が３０％未満か否かを判定
する（ステップＳ８０）。使用状態率が３０％未満である場合には省エネルギー設定を「
オフタイマー設定：１０分、非使用状態のときの光源部輝度設定：低」という設定に変更
し（ステップＳ９０）、プロジェクター１００の状態を監視するステップ（ステップＳ１
２０）に進む。
【００４５】
　使用状態率が３０％以上である場合には、さらに使用状態率が５０％未満か否かを判定
する（ステップＳ１００）。使用状態率が５０％未満である場合には省エネルギー設定を
「オフタイマー設定：３０分、非使用状態のときの光源部輝度設定：高」という設定に変
更し（ステップＳ１１０）、プロジェクター１００の状態を監視するステップ（ステップ
Ｓ１２０）に進む。
　なお、使用状態率が５０％以上である場合には、初期設定がそのまま維持される。
【００４６】
　省エネルギー設定の選択がなされた後、プロジェクター１００が使用状態であるか、非
使用状態であるかを監視する（ステップＳ１２０）。プロジェクター１００の状態は、制
御部３０が、各種判断要素をもとに判別を行う。各種判断要素としては、例えば、外部か
らの信号等の有無、画像投写や音声再生の状態、投写光学系からの光を遮断するシャッタ
ーの状態、ＡＶミュート機能の状態、周囲の明るさ、人感センサー等をさらに備える場合
は使用者や視聴者の状態等を用いることができる。
【００４７】
　その後、使用状態率に基づいて、省エネルギー設定を実行するステップを実行する。具



(8) JP 6149389 B2 2017.6.21

10

20

30

40

50

体的には、以下のようなステップを実行することとなる。つまり、非使用状態のままとな
っている時間がオフタイマー設定時間を超過したか否かを判定する（ステップＳ１３０）
。非使用状態のままとなっている時間がオフタイマー設定時間を超過している場合には、
プロジェクター１００の電源をオフにする（ステップＳ１４０）。
【００４８】
　非使用状態のままとなっている時間がオフタイマー設定時間を超過していない場合には
、さらに、現在プロジェクター１００が非使用状態であり、かつ、非使用状態のときの光
源部輝度設定が低となっているか否かを判定する（ステップＳ１５０）。プロジェクター
１００が非使用状態であり、かつ、非使用状態のときの光源部輝度設定が低となっている
場合には、光源部の輝度を低くする（ステップＳ１６０）。そうでない場合には、光源部
の輝度を高いままにする（ステップＳ１７０）。
【００４９】
　省エネルギー設定を実行するステップが終了した後、前回の設定を行った時間から現在
までの時間が、再設定時間を経過したか否かの判定を行う（ステップＳ１８０）。再設定
時間とは、再度使用状態率を求め、適切な省エネルギー設定を再び選択する時間のことで
ある。再設定時間は、例えば、５分とすることができるが、本発明はこれに限定されるも
のではなく、任意の時間とすることができる。
【００５０】
　再設定時間を経過していない場合には、プロジェクター１００の状態を監視するステッ
プ（ステップＳ１２０）に戻る。
　再設定時間を経過した場合には、計測した時間から使用状態率を求めて取得するステッ
プ（ステップＳ４０）に戻る。
【００５１】
　次に、実施形態１に係るプロジェクター１００及びプロジェクターの制御方法について
、効果を説明する。
【００５２】
　実施形態１に係るプロジェクター１００は、時間を計測する機能を有する計測部２０と
、計測した時間から使用状態率を求める機能及び省エネルギー設定を実行する機能を有す
る制御部３０とを備えるため、無駄な電力消費の発生を抑制し、プロジェクターを構成す
る各部の寿命の浪費を抑制する機能を有するプロジェクターであって、使用者の能動的な
行動を必須とせずに上記機能を発揮することが可能なプロジェクターとなる。
【００５３】
　また、実施形態１に係るプロジェクター１００によれば、省エネルギー設定は、非使用
状態のまま規定時間が経過した後に、プロジェクター１００の電源をオフにする設定であ
るため、非使用状態で放置されているプロジェクターの電源をオフにして、無駄な電力消
費の発生を抑制することが可能となり、プロジェクターを構成する各部の寿命の浪費を抑
制することが可能となる。
【００５４】
　また、実施形態１に係るプロジェクター１００によれば、省エネルギー設定は、非使用
状態のときに、光源部の輝度を低くする設定であるため、非使用状態のときは光源部の輝
度を低くして、無駄な電力消費の発生を抑制することが可能となり、プロジェクターを構
成する各部の寿命の浪費を抑制することが可能となる。
【００５５】
　また、実施形態１に係るプロジェクター１００によれば、省エネルギー設定は、省エネ
ルギーの度合いが異なる複数の省エネルギー設定からなり、制御部３０は、使用状態率に
応じて、複数の省エネルギー設定のうち１つの省エネルギー設定を選択して実行する機能
を有するため、使用状態率に応じて、利用の実態に応じた適切な省エネルギー設定を有効
にすることができる。
【００５６】
　実施形態１に係るプロジェクターの制御方法は、プロジェクター１００の電源がオンと
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なっている時間及び使用状態の時間の２つの時間を計測するステップＳ３０と、計測した
時間から使用状態率を求めるステップＳ４０と、使用状態率に基づいて省エネルギー設定
を実行するステップＳ１３０及びＳ１５０とを含むため、無駄な電力消費の発生を抑制し
、プロジェクターを構成する各部の寿命の浪費を抑制する機能を、使用者の能動的な行動
を必須とせずに発揮することが可能なプロジェクターの制御方法となる。
【００５７】
［実施形態２］
　図３は、実施形態２に係るプロジェクター１０２の構成を模式的に示す図である。
　図４は、実施形態２に係るプロジェクターの制御方法のフローチャートである。
【００５８】
　まず、実施形態２に係るプロジェクター１０２の構成について説明する。
　プロジェクター１０２は、使用を開始してからの各種時間の総計を計測し、当該時間に
基づいて省エネルギー設定を選択するプロジェクターである。
　実施形態２に係るプロジェクター１０２は、基本的には実施形態１に係るプロジェクタ
ー１００と同様の構成を有するが、図３に示すように、制御部及び記憶部の構成が実施形
態１に係るプロジェクター１００の場合とは異なる。以下、実施形態１に係るプロジェク
ター１００と異なる構成要素について説明する。
【００５９】
　　制御部３２は、実施形態１における制御部３０と基本的に同様の構成を有し、基本的
に同様の機能を有するが、使用状態率を求めるときに計測部２０が計測した時間の総計を
用いる点で、実施形態１における制御部３０とは異なる。制御部３２は、記憶部４２から
、前回プロジェクター１０２の電源がオフにされる際の「プロジェクター１０２の電源が
オンとなっている時間、及び、使用状態の時間」を取得し、計測部２０が計測する時間と
合わせて使用状態率を求める。
【００６０】
　記憶部４２は、実施形態１における記憶部４０と基本的に同様の構成を有し、基本的に
同様の機能を有するが、計測部２０が計測した時間を記憶する機能をさらに有する点で、
実施形態１における記憶部４０とは異なる。記憶部４２は、電源がオフにされる際に、計
測部２０が計測した「プロジェクター１０２の電源がオンとなっている時間、及び、使用
状態の時間」を記憶する。
【００６１】
　次に、実施形態２に係るプロジェクターの制御方法について説明する。
　実施形態２に係るプロジェクターの制御方法は、プロジェクター１０２を使用するプロ
ジェクターの制御方法である。
【００６２】
　実施形態２に係るプロジェクターの制御方法は、基本的には実施形態１に係るプロジェ
クター１００と同様の方法であるが、図４に示すように、一部のステップが実施形態１に
係るプロジェクターの制御方法とは異なる。以下、実施形態１に係るプロジェクターの制
御方法と異なるステップ（図４中、実施形態１とは異なる名称のステップ及び符号が異な
るステップ）について説明する。
【００６３】
　実施形態２においては、実施形態１における計測部２０が計測する時間を初期化するス
テップ（ステップＳ２０。図２参照。）の代わりに、記憶部４２から、前回プロジェクタ
ー１０２を電源オフしたときの「プロジェクター１０２の電源がオンとなっている時間、
及び、使用状態の時間」を取得するステップ（ステップＳ２２）を実行する。
【００６４】
　また、実施形態２においては、制御部３２は、記憶部４２から、前回プロジェクター１
０２の電源がオフにされる際の「プロジェクター１０２の電源がオンとなっている時間、
及び、使用状態の時間」を取得し、計測部２０が計測した時間と合わせて使用状態率を求
めて取得する（ステップＳ４２）。
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【００６５】
　さらにまた、実施形態２においては、電源がオフにされる際、「プロジェクター１０２
の電源がオンとなっている時間、及び、使用状態の時間」である計測時間を記憶部４２に
記憶する。非使用状態のままとなっている時間がオフタイマー設定時間を超過している場
合に、プロジェクター１０２の電源をオフにする際も同様である（ステップＳ１４２）。
【００６６】
　上記のように、実施形態２に係るプロジェクター１０２は、制御部及び記憶部の構成が
実施形態１に係るプロジェクター１００の場合とは異なるが、時間を計測する機能を有す
る計測部２０と、計測した時間から使用状態率を求める機能及び省エネルギー設定を実行
する機能を有する制御部３２とを備えるため、実施形態１に係るプロジェクター１００と
同様に、無駄な電力消費の発生を抑制し、プロジェクターを構成する各部の寿命の浪費を
抑制する機能を有するプロジェクターであって、使用者の能動的な行動を必須とせずに上
記機能を発揮することが可能なプロジェクターとなる。
【００６７】
　また、実施形態２に係るプロジェクター１０２は、計測部２０が計測した時間を記憶す
る機能を有する記憶部４２を備えるため、使用者がプロジェクターを使用する傾向を記憶
することで利用の実態を一層正確に把握し、省エネルギー設定に反映させることが可能と
なる。
【００６８】
　なお、実施形態２に係るプロジェクター１０２は、制御部及び記憶部の構成以外は実施
形態１に係るプロジェクター１００と同様の構成を有するため、実施形態１に係るプロジ
ェクター１００が有する効果のうち該当する効果をそのまま有する。
【００６９】
　上記のように、実施形態２に係るプロジェクターの省電力化方法は、ステップの細部が
実施形態１に係るプロジェクターの省電力化方法の場合とは異なるが、プロジェクター１
０２の電源がオンとなっている時間及び使用状態の時間の２つの時間を計測するステップ
Ｓ３０と、計測した時間から使用状態率を求めるステップＳ４２と、使用状態率に基づい
て省エネルギー設定を実行するステップＳ１３０及びＳ１５０とを含むため、実施形態１
に係るプロジェクターの省電力化方法と同様に、無駄な電力消費の発生を抑制し、プロジ
ェクターを構成する各部の寿命の浪費を抑制する機能を、使用者の能動的な行動を必須と
せずに発揮することが可能なプロジェクターの制御方法となる。
【００７０】
［実施形態３］
　図５は、実施形態３に係るプロジェクター１０４の構成を模式的に示す図である。
　図６は、実施形態３に係るプロジェクターの制御方法のフローチャートである。
【００７１】
　まず、実施形態３に係るプロジェクター１０４の構成について説明する。
　プロジェクター１０４は、使用者ごとのデータを記憶し、使用者ごとの使用状態率に基
づいて省エネルギー設定を選択するプロジェクターである。
　実施形態３に係るプロジェクター１０４は、基本的には実施形態２に係るプロジェクタ
ー１０２と同様の構成を有するが、図５に示すように、制御部及び記憶部の構成が実施形
態２に係るプロジェクター１０２の場合とは異なる。以下、実施形態２に係るプロジェク
ター１０２と異なる構成要素について説明する。
【００７２】
　制御部３４は、実施形態２における制御部３２と基本的に同様の構成を有し、基本的に
同様の機能を有するが、プロジェクター１０４を使用している使用者の使用状態率に基づ
いて、省エネルギー設定を実行する機能を有する。プロジェクター１０４を使用している
使用者を識別するための手段としては、種々の手段を用いることができる。例を挙げると
、使用者ごとにプロフィールを作成し、プロジェクターを起動する際にプロフィールを選
択する手段や、プロジェクター１０４の使用傾向や入力信号等の内容から制御部３４が使
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用者の識別を行う手段を用いることができる。
【００７３】
　記憶部４４は、実施形態２における記憶部４２と基本的に同様の構成を有し、基本的に
同様の機能を有するが、複数の使用者の使用状態率を個別に記憶する機能をさらに有する
。記憶部４４は、電源がオフにされる際に、計測部２０が計測した「プロジェクター１０
４の電源がオンとなっている時間、及び、使用状態の時間」を使用者ごとに、使用者デー
タとして記憶する。
【００７４】
　次に、実施形態３に係るプロジェクターの制御方法について説明する。
　実施形態３に係るプロジェクターの制御方法は、プロジェクター１０４を使用するプロ
ジェクターの制御方法である。
【００７５】
　実施形態３に係るプロジェクターの制御方法は、基本的には実施形態２に係る方法と同
様の方法であるが、図６に示すように、一部のステップが実施形態２に係るプロジェクタ
ーの制御方法とは異なる。以下、実施形態２に係るプロジェクターの制御方法と異なるス
テップ（図６中、実施形態２とは異なる名称のステップ及び符号が異なるステップ）につ
いて説明する。
【００７６】
　実施形態３においては、記憶部４４から、前回プロジェクター１０４を電源オフしたと
きの、当該使用者における「プロジェクター１０４の電源がオンとなっている時間、及び
、使用状態の時間」を取得するステップ（ステップＳ２４）を実行する。なお、使用者の
識別手段によっては（例えば、使用者ごとにプロフィールを作成し、プロジェクターを起
動する際にプロフィールを選択する手段を取る場合）、上記ステップ（ステップＳ２４）
の前に使用者を識別するステップを含むことが好ましい。制御部３４が使用者の識別を行
う場合には、上記ステップ（ステップＳ２４）にて使用者を識別することも好ましい。
【００７７】
　また、実施形態３においては、制御部３４は、記憶部４４から、プロジェクター１０４
を使用している使用者が前回プロジェクター１０４を電源オフしたときの「プロジェクタ
ー１０４の電源がオンとなっている時間、及び、使用状態の時間」を取得し、計測部２０
が計測した時間と合わせて使用状態率を求めて取得する。
【００７８】
　さらにまた、実施形態３においては、電源がオフにされる際、当該使用者における「プ
ロジェクター１０４の電源がオンとなっている時間、及び、使用状態の時間」である、使
用者ごとの計測時間を記憶部４４に記憶する。非使用状態のままとなっている時間がオフ
タイマー設定時間を超過している場合に、プロジェクター１０４の電源をオフにする際も
同様である（ステップＳ１４４）。
【００７９】
　上記のように、実施形態３に係るプロジェクター１０４は、制御部及び記憶部の構成が
実施形態２に係るプロジェクター１０２の場合とは異なるが、時間を計測する機能を有す
る計測部２０と、計測した時間から使用状態率を求める機能及び省エネルギー設定を実行
する機能を有する制御部３４とを備えるため、実施形態２に係るプロジェクター１０２と
同様に、無駄な電力消費の発生を抑制し、プロジェクターを構成する各部の寿命の浪費を
抑制する機能を有するプロジェクターであって、使用者の能動的な行動を必須とせずに上
記機能を発揮することが可能なプロジェクターとなる
【００８０】
　また、実施形態３に係るプロジェクター１０４においては、記憶部４４は、複数の使用
者の使用状態率を個別に記憶する機能を有し、制御部３４は、プロジェクター１０４を使
用している使用者の使用状態率に基づいて、省エネルギー設定を実行する機能を有するた
め、１つのプロジェクターを複数の使用者が使用する場合でも、使用者ごとに利用の実態
を把握し、使用者に応じた省エネルギー設定を選択することが可能となる。
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【００８１】
　なお、実施形態３に係るプロジェクター１０４は、制御部及び記憶部の構成以外は実施
形態２に係るプロジェクター１０２と同様の構成を有するため、実施形態２に係るプロジ
ェクター１０２が有する効果のうち該当する効果をそのまま有する。
【００８２】
　上記のように、実施形態３に係るプロジェクターの省電力化方法は、ステップの細部が
実施形態２に係るプロジェクターの省電力化方法の場合とは異なるが、プロジェクター１
０４の電源がオンとなっている時間及び使用状態の時間の２つの時間を計測するステップ
Ｓ３０と、計測した時間から使用状態率を求めるステップＳ４４と、使用状態率に基づい
て省エネルギー設定を実行するステップＳ１３０及びＳ１５０とを含むため、実施形態２
に係るプロジェクターの省電力化方法と同様に、無駄な電力消費の発生を抑制し、プロジ
ェクターを構成する各部の寿命の浪費を抑制する機能を、使用者の能動的な行動を必須と
せずに発揮することが可能なプロジェクターの制御方法となる。

【００８３】
　以上、本発明を上記の実施形態に基づいて説明したが、本発明は上記の実施形態に限定
されるものではない。その趣旨を逸脱しない範囲において種々の様態において実施するこ
とが可能であり、例えば、次のような変形も可能である。
【００８４】
（１）上記各実施形態において記載した各構成要素の寸法、個数、材質及び形状は例示で
あり、本発明の効果を損なわない範囲において変更することが可能である。
【００８５】
（２）上記各実施形態においては、計測部はプロジェクターの電源がオンとなっている時
間及び使用状態の時間を計測する機能を有するが、本発明はこれに限定されるものではな
い。計測部は、プロジェクターの電源がオンとなっている時間、使用状態の時間及び非使
用状態の時間のうち、少なくとも２つの時間を計測する機能を有するものであればよい。
【００８６】
（３）上記各実施形態においては、プロジェクターの電源がオンとなっている時間及び使
用状態の時間を計測するステップを用いたが、本発明はこれに限定されるものではない。
プロジェクターの電源がオンとなっている時間、使用状態の時間及び非使用状態の時間の
うち、少なくとも２つの時間を計測するステップを用いることができる。
【００８７】
（４）上記各実施形態においては、使用状態率を求め、省エネルギー設定の選択に使用状
態率を用いたが、本発明はこれに限定されるものではない。非使用状態率を求め、省エネ
ルギー設定の選択に非使用状態率を用いてもよい。
【００８８】
（５）上記各実施形態においては、省エネルギー設定として、「オフタイマー設定：６０
分、非使用状態のときの光源部輝度設定：高」、「オフタイマー設定：３０分、非使用状
態のときの光源部輝度設定：高」、「オフタイマー設定：１０分、非使用状態のときの光
源部輝度設定：低」及び「オフタイマー設定：５分、非使用状態のときの光源部輝度設定
：低」の４種類の設定を用いたが、本発明はこれに限定されるものではない。省エネルギ
ー設定の種類の数や省エネルギー設定の内容については、本発明を適用するプロジェクタ
ーやプロジェクターの省電力化方法に適したものを用いることができる。
【符号の説明】
【００８９】
１０…信号処理部、２０…計測部、３０，３２，３４…制御部、４０，４２，４４…記憶
部、５０…画像投写部、５２…光源部、５４…光変調部、５６…投写光学系、１００，１
０２，１０４…プロジェクター、２００…映像信号装置
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